
「
李
徴
」

の
変
容

「
人
虎
伝
」

本
文
の
生
成
に
関
す
る
覚
書
!

は
じ
め
に

中
島
敦
の
小
説
「
山
月
記
」
が
、
蔚
代
の
小
説
「
人
虎
伝
」
に
取

材
し
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
「
人
虎
伝
」
に

は
、
実
は
二
つ
の
系
統
の
テ
キ
ス
ト
が
存
在
す
る
つ
一
つ
は
北
宋
・

李
防
等
撰
『
太
平
広
記
』
巻
回
二
七
「
虎
二
」
に
「
李
徴
」
と
癒
し

て
収
め
る
も
の
で
、
い
ま
一
つ
は
明
・
除
揖
編
『
古
今
説
海
』
説
猟

部
・
別
伝
家
・
壬
集
や
、
清
嶋
一
際
世
照
(
蓮
塘
岩
士
〉
輯
『
清
人
説

背
』
巻
二
十
(
司
府
代
叢
書
』
ム
ハ
集
)
に
「
人
虎
伝
」
の
題
で
見
え

(
i〉

て
い
る
、
も
の
で
あ
る
。
こ
の
両
者
で
は
、
単
に
題
名
、
が
異
な
る
の
み

な
ら
ず
、
作
者
に
つ
い
て
も
相
違
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
太

平
広
記
』
で
は
こ
の
誌
の
出
典
に
『
笠
窓
忠
』
(
娩
藤
・
張
読
撰
)

を
挙
げ
て
い
る
の
に
対
し
、
『
唐
人
説
潜
』
で
は
作
者
を
中
清
の
李

一
売
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
弓
古
今
説
海
b

は
作
者
名
を
欠
く
)
。

し
か
し
、
相
違
は
そ
れ
の
み
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
さ
ら
に
重
要
な

坂

口

樹

の
は
、
後
者
に
は
、
話
の
筋
立
て
の
上
で
看
過
で
き
な
い
何
館
所
か

の
加
筆
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
詳
細
は
次
章
以
下
に
譲
る
が
、

今
そ
の
概
要
を
示
せ
ば
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。

ー
、
虎
と
な
っ
た
李
徴
と
旧
友
哀
惨
と
の
再
会
の
場
面
に
お
け
る

哀
穆
の
発
誌
の

証
、
李
徴
が
虎
と
な
っ
て
か
ら
人
間
を
襲
う
よ
う
に
な
る
ま
で
の

様
子
。

盟
、
家
修
が
虎
の
李
徴
に
食
物
を
贈
ろ
う
と
申
し
出
る
く
だ
り
。

W
、
虎
の
李
徴
、
が
即
興
で
詩
を
作
る
く
だ
り
。

V
、
李
徴
、
が
虎
と
な
っ
た
原
因
を
告
白
す
る
く
だ
り
。

町
、
李
徴
が
、
哀
惨
に
帰
路
は
こ
こ
を
逸
ら
ぬ
よ
う
忠
告
し
、
別

れ
に
臨
ん
で
虎
と
な
っ
た
己
の
姿
を
見
せ
る
く
だ
り
。

こ
の
よ
う
な
著
し
い
興
関
を
含
む
二
つ
の
テ
キ
ス
ト
の
関
係
に
つ

{

?

H

)

 

い
て
は
、
す
で
に
今
村
与
志
雄
に
指
摘
が
あ
る
。
今
村
は
、
宋
・
羅

燦
司
酔
翁
談
録
』
甲
集
巻
「
小
説
関
関
」
に
話
本
と
し
て
「
人
虎
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伝
」
の
名
が
見
え
る
こ
と
、
さ
ら
に
補
・
東
魯
古
狂
生
『
酔
鶴
?
と

の
第
六
町
に
「
高
才
生
倣
世
失
原
形
義
気
友
念
孤
分
半
俸
」
と
題

す
る
話
本
テ
キ
ス
ト
が
存
夜
す
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
「
人
虎

伝
」
は
明
摘
の
文
人
が
話
本
を
も
と
に
加
筆
し
て
な
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
お
お
む
ね
首
肯
さ
れ
る
説
で
あ
ろ
う
の

本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
関
係
に
あ
る
「
李
徴
」
と
「
人
虎
伝
」
の

本
文
を
、
特
に
そ
の
異
同
筒
所
に
焦
点
を
当
て
て
比
較
検
討
す
る
こ

と
で
、
「
人
虎
伝
」
の
小
説
と
し
て
の
成
熟
の
様
相
に
つ
い
て
検
証

す
る
。
あ
わ
せ
て
叶
人
虎
伝
」
本
文
の
生
成
過
程
に
つ
い
て
も
、
聯

か
の
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

な
お
、
本
文
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
「
事
徴
」
に
は
注
紹
瓶
点

校
『
太
平
広
記
』
(
中
華
書
一
局
、
一
九
六
二
を
、
「
人
虎
伝
」
に
は

清
・
嘉
駿
十

T

(

…
八

O
一
〉
弁
山
楼
刻
本
影
印
『
唐
代
議

(
新
興
番
局
、
九
七
二
を
そ
れ
ぞ
れ
底
本
と
し
て
用
い
た
。

一
、
発
話
の
増
加
と
衷
捗
の
人
物
造
型

ぷ
ナ
徴
」
と
「
人
虎
伝
」
の
本
文
を
比
較
し
て
ま
ず
気
づ
く
の
は
、

表
惨
の
発
話
の
大
幅
な
増
加
で
あ
る
。
先
に
示
し
た
異
同
部
分
の
概

要
で
い
え
ば
、
ー
と
置
が
そ
れ
に
当
た
る
。
ま
ず
、
ー
の
部
分
を
次

に
掲
げ
よ
う
。

I 

遂
問
問
、
子
矯
設
。
得
非
故
人
慌
西
子
乎
。
」
虎
時
栓
数
撃
、

若
喋
泣
之
状
。
己
問
調
惨
日
、
「
我
李
徴
品
。
君
幸
少
留
、
輿

我
二
詩
。
」
修
部
捧
騎
、
悶
問
問
、
「
李
君
、
李
君
、
何
矯
布
一
生

是
品
。
」

遂
に
問
ひ
て
日
く
、
「
子
は
誰
と
か
為
す
。
故
人
の
隣
諸
子
に

非
ざ
る
を
得
ん
か
J
と
。
虎
時
栓
す
る
こ
と
数
声
、
嵯
泣
の

状
の
ご
と
し
。
巳
に
し
て
修
に
謂
ひ
て
臼
は
く
、
「
我
は
李
徴

二

ひ

ね

が

し

ば

ら

な
り
。
君
幸
は
く
は
少
く
留
ま
り
、
我
と
一
た
び
諮
ら
ん
こ

と
を
。
」
と
。
惨
即
ち
鱗
よ
り
降
り
、
間
以
り
て
問
ひ
て
日
は
く
、

何
為
れ
ぞ
是
に
至
れ
る
や
。
」
と
。

「
人
虎
倍
」

遂
問
問
、
「
子
爵
誰
。
量
非
故
人
隣
西
子
乎
。
」
虎
呼
吟
数
盤
、

若
礎
泣
之
状
。
己
市
謂
惨
日
、
「
我
李
徴
也
。
」
惨
乃
下
馬
日
、
「
君

街
由
歪
此
。
且
惨
始
輿
君
開
場
展
十
齢
年
、
縮
問
好
歓
甚
、
愈
於

地
友
。
不
意
五
口
先
登
仕
路
。
君
亦
繕
捷
科
選
。
際
問
一
一
一
一
向
笑
、
協
臨

時
頗
久

9

傾
嵐
結
想
、
如
渇
符
飲
。
幸
図
出
使
、
得
此
遇
君
。

市
乃
白
壁
車
中
、
量
故
人
購
昔
之
意
由
。
」
虎
日
、
「
五
回
巳
潟
具

類
。
使
君
見
吾
形
、
則
、
旦
畏
怖
市
悪
之
央
。
何
椴
崎
明
昔
之
念
邪
。

雄
然
君
無
謹
去
、
得
少
蓋
歎
曲
、
乃
我
之
幸
也
。
」
惨
日
、
「
我

索
以
兄
事
故
人
、
瀬
展
拝
躍
。
」
乃
再
奔
。

遂
に
問
ひ
て
自
は
く
、
「
子
は
誰
と
か
為
す
。
量
に
故
人
の
犠

(51) 



高
子
に
非
ず
や
J

と
。
虎
呼
吟
す
る
こ
と
数
声
、
暖
泣
の
状

の
ご
と
し
。
巴
に
し
て
惨
に
謂
ひ
て
日
は
く
、
「
我
は
李
徴
な

り
。
」
と
の
惨
乃
ち
馬
よ
り
下
り
て
日
は
く
、
「
君
何
に
出
り
て

か
此
に
翠
れ
る
。
乳
つ
惨
始
め
て
君
と
場
爆
を
閉
じ
く
し
て
よ

り
十
余
年
、
情
好
歓
す
る
こ
と
の
甚
だ
し
き
こ
と
、
他
友
に
愈

れ
り
。
意
は
ぎ
り
き
吾
先
づ
仕
路
に
授
ら
ん
と
は
。
君
も
亦
た

継
い
で
科
選
に
捷
つ
。
一
一
一
一
向
笑
を
際
問
し
、
時
を
歴
る
こ
と
頗
る

久
し
。
傾
倒
肌
結
想
し
、
渇
し
て
飲
を
待
つ
が
ご
と
し
。
幸
ひ
に

出
で
て
使
ひ
す
る
に
国
り
、
比
に
君
に
遇
ふ
を
得
た
り
つ
市
る

に
乃
ち
自
ら
車
中
に
蹴
る
、
世
に
故
人
隣
背
の
意
な
ら
ん
や
。
」

と
。
虎
臼
は
く
、
「
民
間
己
に
異
類
と
為
る
の
活
を
し
て
吾
が
形

を
見
し
め
ば
、
一
期
ち
ロ
伐
に
畏
怖
し
て
之
を
懇
ま
ん
と
す
。
何
、
ぞ

略
昔
の
念
に
仮
あ
ら
ん
や
。
然
り
と
離
も
一
君
遮
か
に
去
る
こ

と
な
く
、
少
く
歎
出
を
尽
く
す
を
得
ば
、
乃
一
ち
吾
の
幸
ひ
な

り
。
」
と
。
惨
ほ
は
く
、
「
我
素
よ
り
凡
を
以
て
故
人
に
事
へ
た

り

の

ん

の

」

と

。

乃

ち

再

拝

す

っ

何
矯
冊
一
長
是
也
J

と
わ
ず
か

で
は

o 以
下
の
、
二
人
の
交
友
の
深
さ
を
振
り
返
っ
て
姿

る
よ
う
李
微
に
促
す
設
静
を
加
え
て
、
七
十
六

さ
れ
て
い
る
が
、
つ
と
に
近
藤
春
雄
の
指
摘
す
る
よ
う

ニ
の
部

分
は
、
「
李
徴
」
の
後
の
鶴
一
新
に
見
え
る
次
の
文
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容

で
あ
る
(
〔
〕
は
「
人
虎
伝
」
の
異
文
)
。

往
者
五
口
血
ハ
執
事
関
年
成
名
、
交
契
深
密
、
異
於
常
友
。
自
整
容

縄
問
問
、
時
去
〔
去
日
〕
如
流
。
想
望
鼠
犠
、
心
目
誤
断
。
不
意

今
日
獲
君
念
欝
之
一
一
一
一
向
。
雄
然
執
事
何
矯
不
我
見
、
市
向
出
度
於
革

葬
〔
木
〕
中
。
故
人
之
分
、
山
亘
書
如
是
耶
〔
邪
〕
。

往
者
に
五
口
と
執
事
と
は
開
年
に
名
を
成
し
、
交
一
契
の
深
密
な
る

こ
と
、
常
友
に
異
な
れ
り
。
芦
容
問
問
開
削
し
て
よ
り
、
時
の
去
く

こ
と
〔
去
日
〕
流
る
る
が
ご
と
し
。
風
儀
を
想
望
し
て
は
、
心

日
倶
に
断
ゆ
。
意
は
ざ
り
き
今
日
君
が
旧
を
念
ふ
の
一
一
一
一
仰
を
獲
ん

と
は
っ
然
ワ
と
離
も
執
事
何
為
れ
ぞ
我
を
見
ず
し
て
、
自
ら
草

故
人
の
分
、
豊
に
当
に
是
く
の
ご

(52) 
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と
く
な
る
べ
け
ん

こ
の
よ
う
に
伺
じ
内
務
が
繰
り
返
し
現
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
近

藤
は
「
こ
の
作
に
と
っ
て
特
に
強
調
し
た
い
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、

こ
の
作
に
と
っ
て
大
事
な
こ
と
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
」
と
述
べ
て

い
る
が
、
で
は
こ
の
場
合
、
強
調
し
た
い
こ
と
・
大
事
な
こ
と
と
は

い
っ
た
い
何
で
あ
っ
た
の

ν

お
そ
ら
く
そ
れ
は
、
震
惨
の
李
徴
に

対

す

こ

と

で

あ

っ

た

に

違

い

な

い

。

そ

の

こ

ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

と
は
、
次
の
聞
の

甑



惨
且
問
日
、
「
君
今
度
既
矯
具
類
、
仰
向
能
人
一
一
目
耶
J

虎
日
、
「
我

A
7
形
額
出
心
甚
…
情
。
故
有
掠
突
、
以
煉
以
恨
、
難
畿
道
拝
。
事

故
人
念
我
、
深
恕
戟
無
紋
之
答
。
亦
其
願
出
。
:
:
:
」

惨
且
つ
問
ひ
て
日
は
/
¥
「
君
今
既
に
異
類
と
為
る
、
何
ぞ
尚

ほ
人
の
一
一
一
一
仰
を
能
く
す
る
か
。
」
と
。
虎
日
は
く
、
「
我
八
日
ワ
形
変
ず

々
ぐ

る
も
心
甚
だ
悔
め
た
り
。
故
に
撲
突
有
り
し
は
、
以
て
煉
れ
以

て
恨
み
、
尽
く
は
道
ひ
難
き
の
み
の
来
は
く
は
故
人
我
を
念
ひ
、

我
が
無
状
の
答
を
深
部
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
の
亦
た
其
の
頗
ひ
な

り
。
:
:
:
」
と
J

日
、
「
君
今
既
成
具
類
、
何
向
能
人
一
一
一
一
口
邪
J

ム
7

形
嬢
…
印
心
蕗
…
搭
耳
。
自
府
此
地
、
不
知
歳
月
多
少
、

木
栄
枯
耳
。
近
開
絶
無
過
客
、
久
倒
的
難
堪
。
不
幸
唐
突
故
人
、

態
様
殊
搭
…
J

惨
臼
、
「
君
久
飢
。
某
有
鈴
馬
一
疋
。
留
以
一
鵠
紬
畑
、

知
伺
。
」
虎
泊
、
ぷ
笠
け
故
人
之
後
一
来
、
何
呉
傷
一
札
口
故
人
平
。
願

無
及
比
。
」
惨
日
、
「
食
態
中
有
羊
肉
数
斤
c

留
以
矯
紬
畑
、
可

乎
J

日
、
「
五
口
方
輿
故
人
道
欝
、
未
暇
食
塩
。
君
去
例
制
留
之
。
」

惨
乱
つ
問
ひ
て
日
は
く
、
「
君
今
既
に
具
類
と
為
る
、
何
ぞ
山
間

ほ
人
の
畳
間
を
能
く
す
る
か
J

と
。
虎
臼
は
く
、
「
我
今
形
変
ず

る
も
心
甚
だ
悟
む
る
の
み
。
此
の
地
に
居
り
て
よ
り
、
議
月
の

多
少
を
一
知
ら
ず
、
相
一
だ
草
木
の
栄
枯
す
る
を
見
る
の
み
。
近
日

絶
え
て
過
客
無
く
、
久
し
く
飢
ゑ
て
縫
へ
難
し
。
不
幸
に
し
て

故
人
に
防
相
突
す
、
恕
懐
殊
に
甚
だ
し
J

と
。
惨
日
は
く
、
「
君

久
し
く
凱
う
。
某
に
余
馬
一
疋
有
り
。
留
め
て
以
て
贈
る
を
為

す
は
、
如
何
J

と
。
点
日
は
く
、
「
吾
が
故
人
の
後
乗
を
食
ら

ふ
は
、
何
ぞ
吾
が
故
人
を
傷
つ
く
る
に
異
な
ら
ん
や
。
願
は
く

は
比
に
及
ぶ
無
か
ら
ん
こ
と
を
。
」
と

9

惨
臼
は
く
、
「
食
鑑
の

中
に
羊
肉
数
斤
有
り
。
脅
め
て
以
て
贈
る
を
為
さ
ん
、
可
な

ら
ん
か
J

と
。
臼
は
く
、
「
五
問
中
々
に
故
人
と
出
を
道
へ
ば
、
未

だ
食
ら
ふ
に
暇
あ
ら
ぎ
る
な
り
。
君
去
る
と
き
別
ち
之
を
留
め

トホ。」シ}。

「
人
虎
伝
」
に
お
い
て
新
た
に
加
え
ら
れ
た
、
李
徴
に
食
物
を
贈

る
よ
う
申
し
出
る
こ
の
く
だ
り
に
は
、
出
友
の
身
を
案
ず
る
裳
惨
の

心
の
動
き
が
活
写
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
最
初
に
馬
を
贈
ろ
う

と
し
、
辞
退
さ
れ
る
と
今
度
は
羊
肉
を
贈
る
よ
う
申
し
出
る
場
面
で

は
、
相
手
の
意
向
を
一
尋
ね
る
「
如
何
」
か
ら
許
諾
を
求
め
る
「
可
乎
」

へ
と
、
問
い
か
け
の
表
現
を
微
妙
に
変
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
哀
惨
が

自
ら
の
意
向
を
よ
り
強
く
惨
ま
せ
て
い
る
よ
ラ
に
書
き
分
け
、
旧
友

の
窮
状
を
何
と
か
救
お
う
と
心
を
砕
く
そ
の
真
撃
な
人
柄
を
鮮
や
か

に
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
見
て
く
れ
ば
、
「
人
虎
伝
」
に
お
け
る

1
・
国
の

加
筆
部
分
は
と
も
に
、
」
虎
と
な
っ
た
友
人
に
変
わ
ら
ぬ
友
情
を
抱
き

(53) 



続
け
、
出
友
の
身
を
案
ず
る
哀
惨
の
誠
実
な
人
柄
を
示
す
発
話
と
し

て
造
型
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
「
李
徴
」
に
お
け

る
I
・
臨
の
衰
惨
の
発
話
が
、
と
も
す
れ
ば
シ
テ
に
対
す
る
ワ
キ
の

ご
と
く
、
虎
と
な
っ
た
李
徴
の
身
の
上
話
を
削
引
き
出
す
た
め
の
役
割

し
か
果
た
し
て
い
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
「
人
虎
伝
」
で
は
右
の
よ

う
な
加
筆
に
よ
っ
て
、
友
人
思
い
の
裳
惨
の
人
柄
を
示
す
発
話
へ
と

改
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
α

そ
れ
に
よ
っ
て
、
「
李
徴
」
で
は
受

動
的
で
も
や
や
個
性
の
稀
薄
で
あ
っ
た
表
惨
の
人
物
像
が
、
誠
実
で
友

情
に
浮
い
人
物
と
し
て
輪
郭
鮮
や
か
に
浮
か
び
上
が
る
こ
と
と
な
っ

た
の
「
人
虎
伝
」
に
お
け
る

I
・
国
の
発
話
部
分
の
加
筆
は
、
裳
惨

の
人
物
造
割
を
際
立
た
せ
る
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

叙
述
の
整
序
と
描
写
の
精
細

次
に
、
つ
の
テ
キ
ス
ト
を
比
較
し
て
気
づ
か
れ
る
の
は
、
「
人

伝
」
に
お
け
る
叙
述
が
整
理
さ
れ
、
細
部
ま
で
精
し
く
描
き
込
ま

れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
虎
に
変
身
し
、
や
が
て
人
を
襲
う
よ
う
に
な

る
ま
で
を
諮
っ
た

B
が
そ
の
例
に
当
た
る
。

H

「
李
徴
」

及
腕
其
肱
州
問
、
則
有
鐙
毛
生
駕
。
又
見
見
衣
間
行
於
道
者
・
負

揃
奔
者
・
翼
剖
刷
物
者
・
護
市
総
者
、
則
欲
得
一
街
路
之
n

説
室
漢

陰
階
、
以
鱗
腸
所
浪
、
億
一
人
服
然
其
肌
、

由
北
率
以
矯
常
。

其
の
肱
稗
を
視
る
に
及
び
て
は
、
財
ち
麓
毛
の
生
ぜ
る
有
り
。

又
麗
衣
し
て
道
に
行
く
者
・
負
ひ
て
奔
る
者
・
翼
あ
り
て
鞠

る
者
・
謹
あ
り
て
識
す
る
者
を
克
れ
ば
、
則
ち
得
て
之
を
唱
は

ん
と
欲
す
。
既
に
漢
陰
の
南
に
歪
り
、
機
腸
の
迫
る
所
を
以
て
、

一
人
の
勝
然
た
る
其
の
肌
に
催
ひ
、
閤
り
て
檎
へ
て
以
て
之
を

阻
ひ
て
立
ち
ど
こ
ろ
に
尽
く
す
。
比
れ
よ
り
率
ね
以
て
常
と
為

「
人
虎
伝
」

及
腕
其
肱
韓
、
刻
有
班
毛
生
駕
。
心
甚
異
之
。
既
市
鶴
渓
照
影
、

己
成
虎
失
。
悲
働
良
久
。
然
向
不
忍
楼
生
物
食
也
。
銃
久
飢
不
M

可
忍
、
議
取
山
中
鹿
一
本
猪
兎
充
食
。
又
久
諮
獣
皆
遠
避
無
所
得
、

飢
金
甚
。
一
日
有
婦
人
従
山
下
遇
。
時
五
態
迫
、
排
術
数
回
、

不
能
自
林
一
柄
、
逐
取
市
食
。
殊
勝
凡
甘
美
。
今
其
首
飾
、
猶
在
巌
石

之
下
也
。
自
是
見
開
先
市
乗
者
・
徒
十
間
行
者
・
負
而
趨
者
'
翼
市

朔
者
・
議
問
馳
者
、
力
之
所
及
、
悉
檎
市
暁
之
立
接
、
率
以
矯
常
。

其
の
紘
縛
を
掘
る
に
及
び
で
は
、
則
ち
班
毛
の
生
ぜ
る
有
り
。

心
に
甚
だ
之
を
異
し
む
。
既
に
し
て
渓
に
臨
み
て
影
を
熊
ら
せ

ば
、
己
に
虎
と
成
れ
り
c

悲
働
す
る
こ
と
良
久
し
の
然
れ
ど
も

尚
ほ
生
物
を
機
り
て
食
ら
ふ
に
忍
び
、
ざ
る
な
り
。
既
に
久
し
く

し

べ

か

ら

ざ

れ

ば

、

遂

に

山

中

の

鹿

一

本

稿

兎

を



取
り
て
食
に
充
つ
。
又
久
し
く
し
て
諸
獣
皆
遠
く
避
け
て
得
る

所
無
く
、
凱
ゑ
設
立
甚
だ
し
の
工
科
婦
人
の
山
下
よ
り
過
ぐ
る

有
り
の
時
に
正
に
鍛
ゑ
追
り
、
俳
御
す
る
こ
と
数
回
、
告
ら
禁

ず
る
能
は
ず
、
滋
に
取
り
て
食
ら
ふ
。
殊
に
甘
美
な
る
を
覚
ゆ
。

今
其
の
首
飾
、
猶
ほ
巌
石
の
下
に
在
る
な
り
の
是
れ
よ
り
麗
し

て
乗
る
者
・
徒
し
て
行
く
者
・
負
ひ
て
趨
る
者
・
護
あ
り
て
矧

る
者
・
謹
あ
り
て
馳
す
る
者
を
見
れ
ば
、
力
の
及
ぶ
所
、
悉
く

檎
へ
て
之
を
明
ら
ひ
て
立
ち
ど
こ
ろ
に
尽
く
す
を
、
率
ね
以
て

常
と
為
す
。

で
は
、

っ
た
の
は
で
っ
ぷ
り
と
太
っ
た
人
で
あ
っ
た

で
は
通
り
か
か
っ
た
婦
人
に
改
変
さ
れ
て
い
る

兇
行
の
残
虐
性
を
印
象
づ
け
る
点
で
見
逃
せ
な
い
相
違
点
で

は
あ
る
。
が
、
そ
れ
よ
り
も
注
目
す
べ
き
は
、
「
人
虎
伝
」
に
お
い

て
は
、
そ
の
部
分
を
含
む
前
後
の
描
写
が
精
細
に
な
り
、
叙
述
が
整

え
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
「
李
徴
」
で
は
、
ひ
じ
ゃ
も
も
に
毛

が
生
え
て
虎
と
な
っ
た
後
は
、
人
間
で
あ
ろ
う
が
動
物
や
鳥
で
あ
ろ

う
が
見
境
な
く
襲
お
う
と
す
る
の
と
こ
ろ
が
「
人
虎
伝
」
で
は
、
虎

と
な
っ
た
当
初
は
生
き
物
さ
え
金
う
の
を
た
め
ら
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
れ
が
、
飢
え
の
た
め
に
や
が
て
山
中
の
獣
を
食
う
よ
う
に
な

り
、
そ
れ
す
ら
も
手
に
入
ら
な
く
な
る
と
つ
い
に
人
間
を
襲
っ
て
し

ま
う
。
こ
う
し
て
線
を
越
え
て
し
ま
っ
た
後
は
、
人
で
あ
ろ
う
と

、，ノ
A
γ
¥
4

、

刀
V
4
H
N

の
も
、

動
物
で
あ
ろ
う
と
手
当
た
り
し
だ
い
に
襲
う
よ
う
に
な
っ
た
と
、
兇

暴
化
し
て
い
く
様
子
が
段
階
を
踏
ん
で
克
明
に
描
か
れ
て
お
り
、
そ

の
間
の
李
徴
の
心
理
や
内
面
の
葛
藤
が
浮
か
び
上
が
る
叙
述
と
な
っ

て
い
る
。
加
え
て
、
谷
川
に
姿
を
映
し
て
い
肥
に
な
っ
た
こ
と
に
気
づ

く
場
部
や
、
婦
人
を
襲
、
7
際
の
法
巡
の
さ
ま
な
ど
の
細
部
の
描
写
が
、

こ
の
場
面
を
よ
り
生
彩
の
あ
る
も
の
に
し
て
い
る
。
婦
人
の
髪
飾
り

が
今
な
お
岩
か
げ
に
残
る
と
諮
る
く
だ
り
も
、
兇
行
の
残
虐
さ
を
印

象
づ
け
て
効
果
的
で
あ
る
。
こ
う
し
た
叙
述
の
整
序
と
細
部
の
描
写

の
加
築
を
経
て
、
「
人
虐
伝
」
の
小
説
的
興
趣
は
格
段
に
高
ま
っ
た

と
い
え
よ
う
。

か
か
る
加
筆
に
つ
い
て
、
今
村
与
志
雄
は
先
に
見
た

「
人
虎
伝
」
の
影
響
を
想
定
し
て
い
た
が
、
読
者
の

興
味
を
惹
く
こ
れ
ら
加
筆
部
分
の
す
べ
て
が
、
説
話
人
な
い
し
は
話

本
作
者
の
独
創
に
か
か
る
趣
向
で
あ
っ
た
か
と
い
え
ば
、
こ
と
は
そ

れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
の
と
い
う
の
も
、
『
太
平
広
記
』
巻
昭
二
六

1
四
一
一
一
三
に
収
め
る
六
朝
か
ら
唐
に
か
け
て
の
虎
に
ま
つ
わ
る
説

話
の
中
に
は
、
「
人
虎
伝
」
の
加
筆
部
分
の
成
立
に
少
な
か
ら
ぬ
影

響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
話
が
見
出
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、

『
斉
諮
記
b

(

南
朝
宋
・
東
陽
無
疑
撰
)
を
出
典
と
す
る
「
師
道
官
一
」

に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
え
て
い
る
。

:
・
後
忽
稜
狂
、
食
人
不
可
紀
。
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と
こ
ろ
で
、

ご
と
く
、

後
有
一
女
子
樹
上



採
桑
。
虎
取
食
之
。
寛
、
乃
臓
其
奴
釧
於
山
石
問
問
。
・
:
:
・
(
『
太

平
広
記
』
巻
四
一
一
六
「
虎
ご
〉

・
:
後
忽
ち
発
狂
し
、
変
じ
て
虎
と
為
る
つ
人
を
食
ら
ひ
て
紀

む
べ
か
ら
ず
。
後
一
女
子
の
樹
上
に
粂
を
採
る
有
り
。
虎
取
り

て
之
を
食
ら
ふ
。
寛
は
る
や
、
乃
ち
其
の
叙
釧
を
山
石
の
間
に

蔵
す
の
.

こ
れ
は
、
「
人
虎
伝
」
の
「
今
其
首
飾
、
強
有
巌
石
之
下
也
二
と

類
似
し
た
記
述
と
し

ま
た
、

-
皇
甫
氏
撰
)
を
出
典
と
す
る
「
時
陽
土

問
刀
、
が
夜
中
に
不
思
議
な
人
物
か
ら
文
書
を

受

け

取

り

、

ぼ

っ

て

し

ま

う

話

で

あ

る

が

、

そ

こ

に

は

次
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

:
子
一
思
議
、

h
A

下
有
題
。
八
問
問
問
主
張
ヘ
忍
子
レ
ハ
ド
白
河
レ
民

!
d
ρ
i
l
l
v
X
}司
U

4

イ
羽
孔
d

七
J
ノ
〆

d
d
H
J
I
l
l
-
t
j

一
線
、
巳
欝
矯
虎
。
又
概
手
足
皆
昂
突
。
:
:
:
此
人
矯
虎
、
入
山

隔
日
、
党
飢
絞
り
忽
於
水
遊
陥
即
時
、
見
水
中
科
斗
品
数
升
。
自
念

常
開
虎
亦
食
泥
。
港
掬
食
之
、
殊
党
有
味
。
又
復
徐
行
、
乃
児

一
兎
、
滋
檎
之
。
路
時
市
獲
、
部
報
之
、
問

於
探
榛
草
中
伏
、
夜
郎
出
行
求
食
、
亦
数
相

害

物

之

心

。

児

一

採

桑

婦

人

。

は

食
之

こ
と
一
塁
余
り
、
山
下
に
澗
有
り
の
潤
に
沿
ひ
て
徐

ろ
に
歩
し
、
忽
ち
水
中
に
子
い
て
自
ら
其
の
頭
を
見
る
に
、
己

に
変
じ
て
虎
と
為
れ
り
つ
又
手
足
を
観
る
に
皆
虎
な
り
。
:

此
の
人
虎
と
為
り
、
山
に
入
り
て
両
日
、
飢
骸
を
党
ゆ
。
忽

ち
水
辺
に
於
い
て
鱒
掃
す
る
に
、
水
中
の
科
斗
虫
数
升
を
克
る
。

自
ら
念
ふ
、
常
に
儲
く
虎
亦
た
泥
を
食
ら
ふ
と
。
遂
に
掬
ひ
て

之
を
食
ら
ふ
に
、
殊
に
味
有
る
を
党
ゆ
。
又
復
た
徐
ろ
に
行
く

に
、
乃
ち
一
兎
を
見
、
遂
に
之
を
檎
ふ
。
時
に
応
じ
て
獲
、
部

ち
之
、
を
徹
ふ
に
、
身
の
軽
く
し
て
転
た
強
き
を
覚
ゆ
。
間
延
は
即

ち
深
き
榛
草
の
中
に
於
い
て
伏
し
、
夜
は
即
ち
出
行
し
て
食
を

求
め
て
は
、
亦
た
数
ま
鰻
兎
等
を
得
、
遂
に
転
た
物
を
申
一
一
閃
す
る

の
心
を
為
す
っ
忽
ち
樹
上
を
尋
ぬ
る
に
、
一
の
桑
を
採
る
婦
人

を
見
る
。
革
関
よ
り
之
を
望
み
、
又
私
か
に
度
る
、
一
世
間
く
虎

は
皆
人
を
食
ら
ふ
と
っ
試
み
に
之
を
捜
む
に
、
果
た
し
て
獲
た

り
の
之
を
食
ら
ふ
に
、
果
た
し
て
甘
美
な
る
を
覚
ゆ
。
'

川
街
に
映
っ
た
姿
で
い
虎
と
な
っ
た
こ
と
を
知
る
趣
向
や
、
設
腹

に
迫
ら
れ
、
科
斗
虫
か
ら
兎
や
の
ろ
、
そ
し
て
つ
い
に
は
女
性
を

と
、
人
間
を
襲
う
に
長
る
ま
で
の
経
緯
が
、
段
階
を
踏
ん
で
し
だ
い

に
エ
ス
カ
レ
!
ト
し
て
い
く
よ
う
に
叙
述
さ
れ
て
い
る
点
は
、
「
人

と
酷
似
し
て
い
よ
う
c

こ
こ
ま
で
酷
似
し
た
記
述
を
、

一
と
は
難
し
い
。
む
し
ろ
こ
れ
ら
の

(56) 
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す
る
説
話
に
、
「
人
虎
伝
」
が
学
ん

の

で

は

あ

る

ま

い

お

そ

ら

く

は
、
こ
う

汁
ノ
、

ご
由

る
ほ
う
が
自
然
な

「
ノ
Y
1
1ノ

汁

ν
1
1
刀
ν

か

け

て

の

の

中

か

の
興
味
を
悲
く
よ
う
な
記
述
や
趣
向
を
取
り
込
む
か
た
ち

で
生
成
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
の

、
物
語
の
起
伏
を
生
み
出
す
工
夫

次
に
、
町
と
W
H

の
加
築
部
分
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。

の
部
分
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
の

W

「
李
徴
」

安
敢
皆
川
一
世
ハ
侍
乎
。
」

虎
は
は
く
、
「
此
れ
五
日
が
の

る
を
望
ま
ん
や
。
」
と
。

ぞ
敢
へ
て

「
人
虎
伝
」

又
安
得
寝
部
不
侍
敗
。
」
既
又
日
、

稿
。
惹
歓
表
一
昔
外
雄
異
、
前
中
無
所
異
。
亦
欲

播
吾
憤
山
由
。
」
惨
復
命
吏
以
筆
授
之

5

詩
日
、
「
偶

問
、
災
患
相
仇
不
可
逃
。
今
日
爪
牙
誰
敢
敵
、

向
。
我
矯
異
物
蓬
茅
下
、

タ
渓
山
針
明
丹
、
不
成
長
繍
倒
…
成
a

略。」

点
目
は
く
、

以
遜
吾
懐

又
安
く
ん

ぴ〉

IV 

て
伝
へ
ざ
る
を
得
ん
や
J

と
っ
既
に
し
て
又
臼
は
く
、
去
問
詩

一
議
を
為
ら
ん
と
欲
す
っ
悲
し
吾
、
が
外
異
な
り
と
雄
も
、
市
も

中
は
異
な
る
所
無
き
を
表
さ
ん
と
欲
す
れ
ば
な
り
。
亦
た
以
て

吾
が
懐
ひ
を
道
ひ
て
、
毎
が
憤
り
を
播
べ
ん
と
欲
す
る
な
り
J

と
っ
修
復
た
吏
に
命
じ
て
筆
を
以
て
之
に
授
け
し
む
の
持
に
臼

は
く
、
「
偶
〉
〉
狂
疾
に
煽
り
て
殊
類
と
成
り
、
災
患
相
仰
り
て

逃
る
べ
か
ら
ず
の
今
羽
爪
牙
誰
か
敢
へ
て
敵
せ
ん
、
当
時
芦
跡

共
に
相
高
し
。
我
は
異
物
と
為
る
蓬
茅
の
下
、
君
は
巴
に
轄
に

乗
り
て
気
勢
豪
な
り
。
此
の
夕
べ
渓
山
明
月
に
対
ひ
、
長
暗
を

成
さ
ず
し
て
俄
だ
時
ゆ
る
を
成
す
。
」
と
。

徴
」
で
は
、
詩
の
伝
録
を
依
頼
し
た
後
、
す
ぐ
に
別
れ
の
場
簡

に
移
行
す
る
の
に
対
し
、
「
人
虎
伝
」
で
は
現
迩
の
心
境
を
即
興
の

詩
に
う
た
い
、
往
年
の
才
子
ぶ
り
を
発
揮
す
る
く
だ
り
が
書
き
込
ま

れ
て
い
る
の
お
そ
ら
く
即
興
で
の
作
詩
に
無
理
な
く
つ
な
ぐ
た
め

の
工
夫
で
あ
ろ
う
、
「
李
徴
」
で
は
同
文
に
感
嘆
す
る
裳
惨
に
向
か

っ
て
「
伍
わ
る
こ
と
な
ど
望
み
は
し
な
い
。
(
安
敢
撃
其
簿
乎
。
ご

と
議
遜
の
辞
を
述
べ
て
い
た
の
に
対
し
、
「
人
虎
伝
」
で
は
「
そ
の

ま
ま
に
し
て
伝
え
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
。
(
又
安
得
寝
部
不
傍

敗
。
ご
と
自

E
の
詩
才
へ
の
自
負
の
念
を
惨
ま
せ
る
一
一
一
一
日
葉
に
改
変
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
自
負
の
念
が
、
次
の
郎
輿
の
詩
に
現
在
の
心
境
を

託
す
と
い
へ
の
伏
線
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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ま
た
、
の
内
容
そ
の
も
の
は
、
人
間
を
襲
っ
た
こ
と
を
述
べ
た

後
に
、
そ
れ
ま
で
抑
え
て
い
た
感
清
を
吐
露
し
た
「
楼
夫
、
我
輿
君

間
年
登
第
、
交
契
素
一
厚
。
〔
君
)
今
日
執
天
窓
、
耀
親
友
。
而
我
壁

身
林
薮
、
永
謝
人
襲
。
躍
問
時
〔
呼
〕
天
、
挽
一
部
泣
地
、
身
毅
不
用
、

是
果
命
平
。
(
駿
夫
、
我
と
君
と
は
同
年
の
登
第
に
し
て
、
交
契
素

よ
り
一
熔
し
。
〔
君
は
〕
今
日
天
憲
を
執
り
、
親
友
に
耀
く
。
陥
る
に

我
は
身
を
林
厳
に
麗
し
、
永
く
人

F

援
を
謝
す
。
躍
り
て
天
に
汗
き
〔
呼

び
行
使
し
て
地
に
泣
く
も
、
身
殴
れ
て
用
ゐ
ら
れ
ず
、
是
れ
果
た

し
て
命
な
る
か
な
。
)
」
(
{
〕
は
「
人
虎
伝
」
の
異
文
)
の
一
一
一
日
辞
と

ほ
ぼ
間
意
と
い
っ
て
よ
い
が
、
そ
れ
を
再
び
詩
の
形
で
表
自
さ
せ
る

こ
と
で
、
苛
酷
な
運
命
を
甘
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
李
徴
の
内
揺
が

集
約
的
に
提
示
さ
れ
、
物
語
の
持
情
性
を
高
め
る
効
果
を
果
た
し
て

い
よ
う
。
例
え
て
い
え
ば
、
歌
劇
に
お
け
る
ア
リ
ア
の
ご
と
き
役
割

と
い
っ
て
よ
い
の

そ
し
て
、
李
徴
の
詩
才
を
具
体
的
に
示
す
そ
の
詩
を
受
け
て
、
裳

惨
の
「
君
之
才
行
、
我
知
之
久
実
。
郎
君
至
於
此
一
者
、
君
平
生
得
無

有
自
川
山
平
。
(
活
の
才
行
、
我
之
を
知
る
こ
と
久
し
。
市
も
君
此
に

一
品
川
れ
る
は
、
君
平
生
自
ら
恨
む
こ
と
有
る
無
き
を
得
ん
や
の
ど
と
の

問
い
が
発
せ
ら
れ
、

V
の
虎
と
な
っ
た
原
閣
の
告
白
が
な
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
そ
れ
ま
で
の
話
を
受
け
て
物
語
の
持
増
性
を
高
め
、
そ

の
ト
ム
で
次
な
る
展
開
を
用
意
す
る
巧
み
な
詩
の
挿
入
と
い
え
よ
う
の

一
方
、
刊
の
部
分
の
異
詞
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
o

w
「
李
徴
」

虎
日
、
「
:
;
:
幸
故
人
念
我
、
深
恕
我
無
紋
之
答
。
亦
其
願
也
。

然
君
自
南
方
自
車
、
我
再
値
君
、
必
意
味
其
卒
生
耳
。
此
時

親
君
之
脇
、
捨
五
問
機
上
一
物
。
君
亦
宜
厳
其
警
従
以
備
之
。
無

使
成
我
之
罪
、
取
笑
於
士
君
子
J
:
:
:
又
日
、
「
君
街
命
莱
棒
、

意
甚
奔
迫
。
今
久
留
鰐
隷
、
競
陳
寓
端
。
血
ハ
君
、
氷
訣
。
異
途
之

恨
、
何
可
一
一
一
一
同
哉
一
一
惨
亦
輿
之
叙
別
、
久
間
方
去
。

虎
臼
は
く
、
「
:
:
:
幸
は
く
は
故
人
我
を
念
ひ
、
我
が
無
状
の

容
を
深
恕
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
。
亦
た
其
の
願
ひ
な
り
。
然
れ

ど
も
君
南
方
よ
り
車
を
間
ら
し
、
我
再
び
君
に
値
は
ば
、
必

ず
当
に
其
の
平
生
に
味
か
る
べ
き
の
み
。
此
の
時
君
の
躯
を
視

ば
、
猶
ほ
五
叫
が
機
上
の
一
物
の
ご
と
か
ら
ん
。
君
も
亦
た
宜
し

く
其
の
饗
従
を
厳
に
し
て
以
て
之
に
備
ふ
べ
し
。
栽
の
罪
を
成

さ
し
め
、
笑
ひ
を
士
君
子
に
取
ら
し
む
る
こ
と
無
か
れ
J

と。

:
又
臼
は
く
、
「
君
は
命
を
街
み
て
伝
に
乗
る
、
当
に
甚
だ

ベ
し
。
今
久
し
く
駅
識
を
留
め
し
は
、
競
油
開
万
端
な
り
。

ん
。
途
を
即
興
に
す
る
の
恨
み
、
何
ぞ
一
一
一
日
ふ
ベ
け
ん

之
れ
と
別
れ
を
叙
し
、
久
し
く
し
て
方
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虎
又
日
、
「
使
間
日
、
幸
取
道
地
郡
、
無
再
遊
此
途
。
菩
今
日

向
情
、
一
門
口
都
酔
、
郎
君
過
此
、
吾
既
不
省
、
将
砕
足
下
於
歯

牙
問
、
絡
成
土
林
之
笑
溝
。
此
吾
之
切
脱
出
。
君
前
去
百
鈴
歩
、

上
小
山
下
線
菰
見
此
。
持
令
君
見
我
駕
。
非
欲
持
勢
、
令
君
見

出
不
復
…
舟
過
此
。
制
州
知
五
口
符
故
人
之
不
薄
也
J

復
回
、
「
君
謹

都
見
一
五
口
友
人
妻
子
、
犠
無
一
一
一
一
向
今
日
之
事
。
一
札
口
恐
久
留
使
腕
稽
滞

王
程
。
願
臨
〈
子
訣
J

叙
別
甚
久
。
惨
乃
再
拝
上
馬
、
関
税
革

茅
中
、
悲
泣
所
不
忍
問
。
惨
亦
大
糊
。
行
数
阜
、
登
嶺
者
之
、

則
虎
自
林
中
限
出
飽
呼
、
巌
谷
皆
震
。

虎
又
日
は
く
、
「
使
ひ
し
て
回
る
日
、
幸
は
く
は
道
を
他
都
に

取
り
、
再
び
此
の
途
に
遊
ぶ
こ
と
無
か
れ
。
菩
今
日
尚
ほ
悟
む

る
も
、
一
日
都
て
酔
は
ば
、
別
ち
君
此
を
過
ぐ
る
も
、
菩
既

に
省
せ
ず
、
将
に
足
下
を
醤
牙
の
開
に
砕
か
ん
と
し
、
終
に
士

林
の
笑
ひ
を
成
さ
ん
。
此
れ
吾
の
切
祝
な
り
。
一
昔
前
み
去
る
こ

と
百
余
歩
、
小
山
に
上
り
て
下
視
せ
ば
尽
く
此
を
見
ん
。
将
に

君
を
し
て
我
を
見
し
め
ん
と
す
。
勇
を
持
ら
ん
と
欲
す
る
に
非

ず
、
君
を
し
て
見
て
復
た
再
び
此
を
過
ぎ
ざ
ら
し
め
ん
と
す
れ

ば
な
り
。
別
ち
吾
の
故
人
を
待
す
る
こ
と
の
薄
か
ら
、
ざ
る
を
知

ら
ん
。
」
と
。
復
た
日
は
く
、
「
君
都
に
還
り
て
吾
が
友
人
妻
子

を
見
る
も
、
填
み
て
今
日
の
事
を
一
一
一
一
向
ふ
こ
と
無
か
れ
。
吾
久
し

く
使
臓
を
留
め
て
王
穏
を
稽
滞
す
る
を
恐
る
。
糠
は
く
は
子
と

訣
れ
ん
J

と
。
別
れ
を
叙
す
る
こ
と
甚
だ
久
し
。
惨
乃
ち
再

拝
し
て
潟
に
上
り
、
軍
茅
の
中
を
問
視
す
る
に
、
悲
泣
開
く
に

忍
び
、
ざ
る
所
あ
り
。
惨
も
亦
た
大
い
に
働
く
。
行
く
こ
と
数
皇
、

嶺
に
諮
り
て
之
を
一
有
れ
ば
、
則
ち
虎
林
中
よ
り
躍
り
出
で
て
胞

(
抱
)
峰
し
、
巌
谷
皆
媛
へ
り
。

?
?
…
徴
」
で
、
南
方
か
ら
の
帰
路
に
は
警
護
を
臨
め
て
自
分
が
襲

っ
た
と
き
の
た
め
に
備
え
て
ほ
し
い
と
あ
る
劫
言
、
が
、
「
人
虎
伝
」

で
は
帰
路
に
は
他
に
道
を
と
り
、
決
し
て
こ
こ
を
通
ら
ぬ
よ
う
に
と

の
忠
告
に
改
め
ら
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
今
は
措
く
。
こ
こ
で

問
題
と
す
べ
き
は
そ
う
し
た
文
言
の
相
違
で
は
な
く
、
そ
の
発
言
の

出
て
く
る
場
所
で
あ
ろ
う
。
「
李
徴
」
で
は
、
旧
友
と
気
づ
か
ず
に

飛
び
か
か
っ
た
無
礼
を
詫
び
る
一
一
言
葉
の
後
・
妻
子
の
世
話
と
出
文
の

信
銀
の
依
頼
の
前
に
震
か
れ
て
い
た
そ
の
言
葉
が
、
「
人
虎
伝
」
で

は
別
れ
の
場
簡
の
直
前
に
配
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
、
李

徴
が
別
れ
に
際
し
て
虎
と
な
っ
た
己
の
姿
を
見
せ
る
と
い
う
趣
向
を

加
え
る
こ
と
で
、
出
友
と
の
今
生
の
別
れ
を
決
意
し
た
李
徴
の
悲
し

み
が
く
っ
き
り
と
浮
か
び
上
が
り
、
物
語
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
へ
と

遣
す
る
。
物
語
の
中
間
部
に
あ
っ
た
発
言
を
最
後
に
移
し
、
新
た
に

加
筆
し
た
趣
向
と
連
動
さ
せ
て
巧
み
に
山
場
を
構
成
し
た
、
本
文
操

作
の
妙
と
い
え
よ
う
c
w
-
M
の
加
筆
に
よ
っ
て
、
や
や
平
板
・
単

調
な
感
の
あ
っ
た
「
李
徴
」
の
後
半
部
は
、
起
伏
に
富
ん
だ
物
語
へ
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と
成
長
を
瑳
げ
た
の
で
あ
っ
た
。

四
、
中
世
約
物
語
控
界
の
変
質

最
後
に
、

V
の
異
間
部
分
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
っ

V
は
、
李
徴

が
虎
と
な
っ
た
原
殴
と
思
わ
れ
る
自
身
の
非
道
の
行
い
を
告
白
す
る

部
分
で
、
「
李
徴
」
に
は
該
当
す
る
筒
所
は
見
ら
れ
な
い
。
次
に
「
人

虎
伝
」
の
本
文
の
み
を
掲
げ
る
の

V

「
人
虎
伝
」

「
殺
之
才
行
、
我
一
知
之
久
案
。
而
君
菅
於
此
者
、

特
，
自
恨
平
。
」
虎
日
、
士
一
儀
造
物
、
悶
無
親
耐
抑

制
英
一
所
遇
之
時
、
所
遭
之
数
、
五
口
又
不
知
品
。

a

喰

内
有
斯
疾
、
尼
父
常
深
歎
之
突
。
務
反
求
並
ハ
所

自
様
、
則
一
札
口
亦
有
之
突
っ
不
知
定
悶
此
平
。
吾
遇
故
人
、
則
無

所
自
陵
砲
の
一
丸
山
内
吊
記
之
。
於
南
陽
郊
外
嘗
私
一
一
燐
婦
。
並
(
家
鵜

常
有
害
我
心
。
嬬
婦
出
是
不
得
待
合
。
否
問
乗
風
縦
火
、

之
郎
去
。
比
矯
恨
一
欝
J

て
日
は
く
、
の
才
行
、
我
之
を
知
る
こ

ペ
ヨ
乙
お
ヨ
r

F

2

4守
i
4
0

進
守
口
旬
k
l
b

〆
』
引
河

j
j
r
f
 

と
久
し
。
聞
も
活
比
げ

る
無
き
を
得
ん
や
J

と。

ぴ〉

の物
a寺 を
、ごぷニ

JI耳

る
や

の
間
無
か
ら
ん
の

呪
の
数
の
ご
と
き
は
、
詩

る
な
り
の

の
不

出
汁
に
斯
の
疾
有
り
、
定
父
常
て
深
く
之
を
歎
、
ぜ
り
。
若
し

其
の
自
ら
恨
む
所
を
反
求
せ
ば
、
別
ち
五
ロ
亦
た
之
れ
有
り
。
定

め
て
此
に
図
る
を
知
ら
、
さ
ら
ん
や
。
五
口
故
人
に
遇
へ
ば
、
則
ち

自
ら
匿
す
所
無
き
な
り
。
五
口
常
に
之
を
記
す
。
南
陽
の
郊
外
に

於
い
て
嘗
て
一
嬬
婦
に
私
す
ョ
其
の
家
窃
か
に
之
を
知
り
、
常

に
我
を
害
す
る
心
有
り
。
嬬
一
婦
は
是
に
由
り
て
一
持
び
合
ふ
を
得

ず
。
菩
悶
り
て
風
に
乗
じ
て
火
を
縦
ち
、
一
家
数
人
尽
く
之
を

焚
殺
し
て
去
る
つ
比
一
を
恨
み
と
為
す
の
み
。
」
と
。

っ
て
李
徴
が
人
間
で
あ
っ
た
頃
、
私
過
し
て
い
た
寡
婦
と
の
逢

瀬
を
そ
の
家
族
に
邪
躍
だ
て
さ
れ
た
腹
い
せ
に
、
火
を
放
っ
て
家
族

全
員
を
焼
き
殺
し
た
と
い
う
こ
の
告
白
は
、
李
徴
が
成
と
な
っ
た
原

関
を
滋
果
応
報
に
よ
っ
て
説
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
必

ず
し
も
全
体
の
ス
ト

i
リ
!
の
展
開
と
有
機
的
に
関
わ
っ
て
い
る
と

は
い
い
難
く
、
取
っ
て
付
け
た
よ
う
な
感
が
あ
る
の
は
否
め
な
い
。

で
は
、
こ
の
よ
う
な
因
果
応
報
に
よ
る
説
明
の
な
い
「
李
徴
」
に

お
い
て
は
、
虎
ー
と
な
っ
た
理
由
は
ど
こ
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う

か
の
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
李
徴
が
虎
に
な
る
前
の
様
子
が
「
忽

被
疾
殺
狂
。
(
忽
ち
疾
を
被
り
て
発
狂
す
の
ご
と
記
さ
れ
て
い
る
点

で
あ
る
つ
と
い
う
も
の
、
人
間
、
が
虎
と
化
す
話
の
中
に
は
、

(
後
忽
ち
し
、

T
A一
平
広
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「
恕
如
狂
、
奄
失
其
所
。

失
ふ
。
)
」
(
吋
間

か
ら
で
あ
る
。

せ
る
が
ご
と
く
、
奄
ち
其
の
所
を

間
前
)
の
よ
う
な
記
述
が
見
え
て
い
る

こ
の
よ
う
に
、
人
間
が
虎
に
化
す
説
話
、
が
、
「
如
狂
」

表
現
を
伴
っ
て
記
述
さ
れ
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
乾
…
夫
に
興
味
深

(
4
}
 

い
説
が
あ
る
の
乾
は
こ
う
し
た
話
の
生
ま
れ
る
基
'
躍
に
精
霊
溶
き
の

民
族
信
仰
の
存
在
を
想
定
し
、
先
の
「
忽
被
疾
綬
狂
」
と
い
っ
た
記

述
は
、
動
物
の
精
一
識
に
強
か
れ
て
精
神
異
常
を
起
こ
し
た
状
態
を
諮

っ
た
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
今
、
こ
の
鋭
に
従
う
な
ら
ば
、
ぷ
チ

徴
」
に
吋
初
心
被
疾
競
技
」
と
あ
る
の
み
で
、
虎
と
な
っ
た
涼
関
に
触

れ
て
い
な
い
の
も
容
易
に
諒
解
さ
れ
よ
う
の
動
物
の
精
霊
強
依
の
民

俗
信
仰
が
共
有
さ
れ
て
い
る
社
会
に
あ
っ
て
は
、
「
忽
被
疾
緩
狂
」

の
記
述
が
精
譲
渡
依
に
よ
る
転
化
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

虎
に
な
っ
た
原
簡
を
こ
と
さ
ら
に
悶
果
応
報
に
よ
っ
て
説
明
す
る
必

要
な
ど
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
先
一
に
掲
げ
た
二
例
の
う
ち
、
『
斉
諮

一
記
』
を
出
典
と
す
る
辺
に
も
品
川
と
化
し
た
原
図
の
記
述
は

見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
}
一
の
理
由
か
ら
で
あ
ろ
う
と
考
え

{SV 

ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
時
代
が
下
っ
て
人
々
の
共
有
し
て
い
た
そ
の
よ
う

な
民
俗
信
仰
の
記
溶
が
し
だ
い
に
忘
れ
去
ら
れ
る
と
、
「
忽
被
痕
稜

持
つ
意
味
合
い
も
正
確
に
は
理
解
さ
れ
な
く
な
っ
て

。〉

し
ま
う
の

そ
こ
で

0) 

に
虎
に
化
し
た
こ
と
の
理
由
付
け
が
必
要

る
説
明
が
加
筆
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
V
の
部
分
の
加
筆
は
、

物

語

を

生

憾

と

な

っ

た

世

界

観

i

i
精
霊
惣
き
の
民
俗
信

仰
が
人
々
の
間
に
い
ま
だ
息
づ
い
て
い
た
六
朝
か
ら
唐
代
に
か
け
て

の
世
界
観
を
、
今
か
り
に
中
世
的
世
界
観
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
そ
う
し

た
中
世
的
世
界
観
i
i
i
の
喪
失
に
よ
っ
て
、
物
語
世
界
が
変
繋
し
た

こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

と
な
り
、

..-;;;，、
に

〉
聞
戸
、
。

イ
十
九
、
力

む
す
び

以
上
、
と
「
人
虎
伝
」
の
本
文
に
お
け
る
具
向
部
分
に

つ
い
て
聯
か
の
考
察
を
試
み
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
確
認
し
得
た
の
は
、

次
の
諸
点
で
あ
っ
た
。

①
「
人
提
伝
」
は
、
表
惨
の
発
話
を
大
幅
に
加
筆
す
る
こ
と
で
、

誠
実
で
友
情
に
厚
い
表
的
ゅ
の
人
物
造
型
を
よ
り
際
立
た
せ
て
い

る。

:
:
:
I
・
班

②
「
人
虎
伝
」
は
、
{
李
徴
」
に
比
し
て
叙
述
が
整
序
さ
れ
、
生

彩
を
放
っ
細
部
の
描
写
も
加
え
ら
れ
て
、
小
説
的
興
趣
を
高
め

て
い
る
号
そ
う
し
た
「
人
虎
伝
」
の
本
文
の
生
成
に
当
た
っ
て

は
、
先
行
す
る
説
話
群
が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
痕
跡
が
認
め
ら

れ
た
。

:
:
:
E
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③
「
人
虎
伝
」
で
は
、
李
徴
の
内
面
を
吐
露
し
た
即
興
の
詩
を
挿

入
す
る
こ
と
で
持
情
性
を
高
め
、
発
一
一
一
一
口
の
配
列
を
変
え
て
新
た

な
場
面
を
加
え
る
な
ど
の
本
文
操
作
を
行
う
こ
と
で
、
物
語
の

後
半
を
起
伏
に
富
ん
だ
も
の
に
し
て
い
る
。

:
:
:
W
-
w

④
「
人
虎
伝
い
の
、
虎
と
な
っ
た
原
国
を
因
果
応
報
に
よ
っ
て
説

明
す
る
く
だ
り
は
、
動
物
の
精
霊
態
依
と
い
う
民
俗
信
仰
の
記

憶
が
人
々
か
ら
忘
れ
去
ら
れ
た
結
果
、
新
た
な
理
由
づ
け
が
必

要
と
な
っ
て
加
筆
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

:
:
:
V

こ
の
よ
う
に
児
て
く
る
と
、
「
人
虎
伝
」
は
「
李
徴
」
に
な
い
話

柄
を
加
え
る
こ
と
で
、
よ
り
豊
か
な
物
語
性
を
持
っ
た
小
説
へ
と
成

熟
の
度
を
増
し
て
い
っ
た
の
だ
と
い
え
よ
う
。
の
み
な
ら
ず
、
小
説

を
生
み
出
す
基
盤
と
な
っ
た
世
界
観
の
点
に
お
い
て
も
ま
た
、
「
李

徴
」
と
「
人
虎
伝
い
の
開
に
は
大
き
な
径
庭
が
存
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
た
の
こ
と
さ
ら
に
〈
「
李
徴
」
の
変
容
〉
な
ど
と
題
し
た
所
以

で
あ
る
。

主(
]
)
円
台
今
説
海
』
と
明
協
同
人
説
督
』

と
旧
友
の
名
前
に
相
違
が
あ
る
。
前
者
が

の
に
対
し
、
後
者
は
明
太
平
広
記
b

と

同

じ

く

と

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
文
に
関
し
て
は
、
若
干
の
文
字
の
異
問

を
除
い
て
同
じ
で
あ
る
つ

(
2
)
今
村
与
忠
雄
訳
言
明
宋
伝
奇
集
』
下
(
岩
波
文
車
、
一
九
八
八
)

所
収
「
李
徴
が
虎
に
変
身
し
た
話

i
李
徴
」
の
訳
桂
一
一
一
五
を
参
照
。

ま
た
、
近
藤
春
雄
『
唐
代
小
説
の
研
究
』
(
笠
間
書
院
、
一
九
七
八
)

も
『
太
平
広
記
』
と
司
古
今
説
海
』
の
本
文
を
比
較
し
、
後
者
に
繰

り
返
し
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
に
注
思
し
て
、
話
本
と
の
関
連
を
指

摘
し
て
い
る
(
第
三
章
作
品
研
究
、
第
五
節
主
要
作
品
に
つ
い
て
、

丙
神
経
小
説
、
加
入
虎
伝
)
。

(
3
)
近
藤
春
雄
、
控

(
2
〉
前
掲
書
、
自

O
五
1
四
O
六
頁
。
近
藤
が

「
李
徴
」
と
比
較
し
て
い
る
の
は
司
古
今
説
海
』
所
収
の
「
人
虎
伝
」

で
あ
る
が
、
本
文
に
関
し
て
は
『
唐
人
説
葎
』
(
『
唐
代
叢
書
』
)
と
同

じ
で
あ
る
。
な
お
、
近
藤
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、
「
人
虎
綜
」
の

1

の
加
筆
部
分
は
、
あ
る
い
は
{
李
徴
」
の
こ
の
文
を
改
変
し
て
生
み

出
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

(
4
)
内
田
泉
之
助
・
乾
…
夫
『
諾
代
伝
奇
』
(
新
釈
漢
文
大
系
・
明
治

書
院
、
…
九
七
二
所
収
門
人
虎
倍
」
の
「
解
説
」
お
よ
び
「
余
税
」

を
参
照
。

(
5
〉
も
う

4

つ
の
例
で
あ
る
司
異
苑
』
所
収
「
鄭
撤
収
」
で
は
、
虎
と
な

っ
た
原
開
は
「
社
公
」
(
土
地
神
)
に
よ
っ
て
虎
の
皮
を
着
せ
ら
れ
た

た
め
と
し
て
お
り
、
や
は
り
民
俗
捨
仰
が
基
盤
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
窺
わ
れ
る
の
ま
た
、
梁
・
妊
防
『
述
関
関
税
』
に
は
、
南
藤
の
営
民

伍
考
之
な
る
者
が
、
大
社
の
樹
い
ん
に
嬢
卒
し
た
棋
を
見
つ
け
、
殺
し

て
壊
を
割
い
た
と
い
う
話
が
見
え
る
(
『
太
平
御
覧
』
巻
九
一

O
「獣

部

e

権
一
一
駒
山
引
)
の
そ
の
後
半
部
に
は
「
是
夜
夢
見
一
人
橋
一
綿
、
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以
殺
椴
寅
誠
之
。
後
考
之
病
…
粧
旬
、
初
如
犯
、
間
断
化
鵡
虎
。
毛
繋

爪
牙
忍
生
、
背
偉
亦
縦
席
、
進
出
措
定
入
山
、
永
失
縦
述
。
(
是
の
佼
夢

に
一
人
の
紳
と
称
す
る
を
見
る
に
、
殺
を
殺
す
を
以
て
之
を
貨
穣
す

後
考
之
病
み
て
旬
を
経
、
初
め
は
紅
せ
る
が
ご
と
く
、
関
り
て
漸
く

化
し
て
虎
と
為
る
。
毛
管
〔

J

撮
っ
・
〕
爪
牙
悉
く
生
じ
、
音
声
も
亦
た

変
じ
、
遂
に
逸
定
し
て
山
に
入
り
、
永
く
縦
迩
を
失
ふ
の
ご
と
あ
り
、

こ
れ
な
ど
は
悶
果
応
報
に
よ
っ
て
虎
と
な
っ
た
原
闘
が
説
明
さ
れ
て

い
て
、
そ
の
点
で
「
人
虎
伝
」
に
通
じ
る
と
も
見
な
し
得
る
が
、
こ

こ
で
説
意
す
べ
き
は
、
考
之
に
罰
を
下
す
存
在
と
し
て
の
「
神
」
へ

の
言
及
が
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
民
俗
信
仰
を
背
景
に
し

た
中
世
的
世
界
観
が
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
以
k

は
い
ず
れ
も
六
朝
期
の
志
俺
小
説
の
例
で
あ
る
が
、
唐
代
の
小
説
で

も
、
先
に
瞥
見
し
た
ヲ
帰
化
詑
』
所
収
「
南
陽
士
人
」
に
は
、
虎
と

な
っ
た
主
人
公
が
、
柴
を
荷
っ
て
通
り
か
か
っ
た
人
を
襲
お
う
と
し

た
剥
那
、
「
取
る
英
か
れ
、
取
る
英
か
れ
よ
と
制
止
す
る
「
掻
層
踏
臼
」

の
者
人
の
姿
を
し
た
「
神
人
」
が
登
場
し
て
い
る
。
唐
代
に
あ
っ
て
も
、

な
お
民
俗
信
仰
を
背
景
と
し
た
中
世
的
世
界
観
が
残
存
し
て
い
た
痕

跡
と
認
め
ら
れ
よ
う
。
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聖
徳
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